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O消 防団長あいさつ、新任分団長紹介

○消防団協力事業所表示証交付

○退団者あいさつ

○女性消防団員特集

○大船渡市消防操法競技会
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日
ご
ろ
よ
り
、
市
民
の
皆
様
の
消
防
団
に
対
す

る
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
昨

年
の
火
災
発
生
件
数
は
合
併
前
を
含
め
て
過
去

最
少
の
八
件
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

市
民

一
人
ひ
と
り
が
防
火
へ
の
意
識
を
持
ち
、
火

災
予
防
に
取
り
組
ん
だ
成
果
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
『
防
災
は
家
庭
か
ら
』
の
精
神
で
火

災
予
防
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
消
防
団
員
の
確
保
と
地
域
の
防
災
力

の
向
上
を
目
指
し
て
、
大
船
渡
市
消
防
団
協
力

事
業
所
表
示
制
度
が
本
年
の
三
月
よ
り
運
用
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
消
防
団
で
は
、
在
籍
し
て
い
る

消
防
団
員
が
活
動
し
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備

す
る
な
ど
、
消
防
団
に
協
力
し
て
き
た
事
業
所
と

し
て
太
平
洋
セ
メ
ン
ト

(株
)
大
船
渡
工
場
様
を

推
薦
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
大
船
渡
市
で
第

一
号
、
全
国
で
も
第

一
号

と
し
て
表
示
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

事
業
所
の
消
防
団

へ
の
協
力
が
社
会
的
に
評
価

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
事
業
所
と
消
防
団
と
の
更

な
る
連
携
強
化
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。全
国
的
に
消
防
団
員
数
が
減
少
し
、
社
会
問

題
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
当
市
消
防
団
も
年
々
団

員
数
が
減
少
し
、
団
員
の
確
保
に
苦
慮
し
て
お

り
ま
す
。
地
域
に
密
着
し
た
若
者
に
と
っ
て
魅
力

あ
る
消
防
団
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
勧
誘
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
な
か
な
か
厳
し
い
の
が
現
実
で
す
。

平成19年度
大船渡市消防団団本部
団 長 紀 室 若 男

副 団 長 今 野 武 義

副 団 長 新 沼 竹 美

副 団 長 金 野 和 夫

本 部 長 佐々木 正 男

副 本 部 長 新 沼 哲

団付部長1 出 羽 司 孝

団付部長2 志 田 寿

団付部長3 西 山 春 仁

団付部長4 近 藤 良 也

団付部長5 森 松 男

団付部長6 田 村 文 利

団付部長7 中 村 則 行

団付部長8 千 葉 桂

団付部長9 金 野 正 光

団付部長10 川 崎 正 弘

団付部長11 及 川 一 巳

団付部長12 田 中 仁 一・

現
団
員
の
八
割
が
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
す
の
で
、
団
員
の
確

保
や
団
活
動
は
、
事
業
所
の

理
解
と
協
力
な
く
し
て
は
出

来
な
い
の
は
当
然
で
あ
り
ま

す
が
、
や
は
り
家
族

の
ご
協

力
が
何
よ
り
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を

頂
戴
し
つ
つ
、
団
員
確
保
に

全
団
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
今
ま

で
以
上
の
お
力
添
え
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に
、
市
民
に
安
全

と
安
心
を
与
え
る
消
防
団
と

し
て
日
夜
研
鑛
を
積
み
精

進
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
方
の
な
お

一
層
の
ご
指

導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

紹団分新

第

一
分
団
長

水

野

清

孝

第
二
分
団
長

山

ロ

和

三

第
三
分
団
長

熊

谷

節

男

第
五
分
団
長

亘

理

英

敏

第
六
分
団
長

安
田

由
紀
男

第
七
分
団
長

田

村

裕

和

第
八
分
団
長

猪

股

拓

也

第
十
分
団
長

伊

藤

力

也

回



鴛防國協甥1饗騨
大船渡市赤崎町の太平洋セメン ト㈱大船渡工場(森 本

知久工場長、従業員145人)は 、大船渡市が今年創設 し

た 「消防団協力事業所」として市内第1号 の認定を受け、

3月20日 に市長よ り表示証を交付されました。 また、総

務省消防庁からも全国第1号 として、その上位であるゴー

ル ド文字の表示証が3月22日 に交付されてされました。表示証の交付は、

が高く評価されたものであり、
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同工場の消防団への積極的な協力姿勢

この制度が今後消防団活性化の起爆剤になるよう大いに期待するところです。

団

大船渡市消防団協力事業所表示証第1号 を甘竹市長から受

領する花田大船渡工場長(当 時)
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3月29日 、総務省消防庁から交付された表示証を持参 して、

同工場関係者が市長を表敬訪問 しました。(右 より、伊藤総

務課長 ・甘竹市長 ・大羽副工場長 ・佐々木安全担当)

麟議
鞠華

髪

多

東京都霞が関総務省ビルで高部消防庁長官より全国第1号 の表示

証が交付されました。(中央:消 防庁長官、右:大 羽副工場長)

難韓膨 孝

同
工
場
受
付
ロ
ビ
ー
に
総
務
省
消
防
庁
と
大

船
渡
市
の
表
示
証
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

(写
真

"森
本
工
場
長
)

就
表示証 の交付 を受 け るには、事 業

所 自らが交 付 申請す るか、 消 防団長

な どの推薦が必要です。

詳 し くは大 船 渡 消 防 署 消 防 団 係

(電 話27-2119内 線33)ま でお 問

い合わせ くだ さい。

大船渡地 区消 防組合 のホー ムペー

ジでも紹介 して います。

http//www.fd-ofunatojp/

トップページか ら 概要 をク リッ

クして下さい・ ノ



退

団

者

あ

い
さ

つ

平
成
十
九
年
三
月
三
十

一
日
付
を
も
つ
て
退

団
し
た
幹
部
の
方
を
代
表
し
、
ご
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
本
部
長

千

葉

博

光

消
防
団
だ
よ
り
の
原
稿
依
頼
を
受
け
、
迷
い
ま

し
た
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
今

般

の
退
職
に
当
た
り
、
消
防
団
活
動
の
思
い
出

な
ど
を
寄
稿
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
も
っ
て
、
昭
和
五
十

二
年
四
月
の
入
団

以
来
三
十
年
間
、
籍
を
置
か
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
二
年

間
は
本
部
長
と
い
う
大
任
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た

が
、
紀
室
団
長
は
じ
め
団
幹
部
の
皆
様
の
ご
指

導
、
ご
協
力
に
よ
り
任
期
を
全
う
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

吻,◎ 緋

前第三分団長
清 水 春 喜

前第一分団長

古 澤 淳

本
部
長
と
い
う
任
に
な
け
れ
ば
、
経
験
で
き
な

か
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

平
成
十
八
年

二
月
十
日
の

「特
別
表
彰
ま
と

い
」
受
賞
式
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
厳
粛
な

雰
囲
気
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
式
典

の
中
で
紀
室
団
長
が
指
揮
を
と
る
場
面
で
は
、
我

が
事
の
よ
う
に
晴
れ
が
ま
し
く
感
動
を
覚
え
た
こ

と
を
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
時
期

に
本
部
長
で
あ
っ
た
こ
と
を
本
当
に
光
栄
に
思
い

ま
す
。
消
防
団
に
入
り
、
多
く
の
方
々
と
知
り
合
え
た

こ
と
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
で
あ
り
ま
す
。

兄
弟
の
よ
う
に
接
し
て
い
た
だ
い
た
消
防
本
部

・

消
防
署
の
人
た
ち
、
同
級
生
や
そ
の
兄
さ
ん
た
ち
、

同
じ
地
域
の
先
輩
、
夢
を
と
も
に
追

っ
た
後
輩
な

ど
、
多
く
の
人
間
関
係
に
恵
ま
れ
な
が
ら
本
部
長

と
し
て
の
消
防
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
在
任
中
の
平
成
十
八
年
は
最
小
の

火
災
件
数
を
記
録
し
て
、
い
く
ら
か
は
役
立
て
た

か
な
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

消
防
団
は
災
害
時
だ
け
で
な
く
地
域
社
会
に

不
可
欠
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
紀
室
団
長

去
る
五
月
二
十
五
日
急
逝
い

た
し
ま
し
た
千
葉
様
に
対
し
、

消
防
団

一
同
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。磁

前第六分団長
故 千葉 昭宏

灘 静
前第七分団長
伊 藤 哲

前第五分団長
葉 澤 紀 芳

の
も
と

一
致
団
結
し
、
の

た
め
、
人
の
た
め
に
汗
、

涙
を
流
す
こ
と
を
惜
し
ま

な
い
組
織
に
飛
躍
し
て
く

だ
さ
い
。
私
も
消
防
団
の

良
さ
を
…機
会
あ
る
ご
と
に

宣
伝
し
て
、
新
入
団
員
確

保
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
お
手
伝
い
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に
、
大
船
渡
市

消
防
団
の
ま
す
ま
す
の
隆

盛
と
活
躍
、
そ
し
て
大
船

渡
市
の
無

火
災
を
祈
念

し
、
お
世
話
に
な
っ
た
多

く
の
方
々
と
、
消
防
団
活

動
を
支
え
て
く
れ
た
父
、

母
、
妻
、
子
供
た
ち
、
兄

弟
に
感
謝
し
な
が
ら
結
び

と
し
ま
す
。

た
い
へ
ん
長
い
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前第十分団長
佐々木公紀

前第八分団長
皆 川 純 徳

團

愈
所属

第5分 団第3部

氏名

今 野 雄 太

年齢21歳

特技 スポーツ

趣味 雑貨屋巡 り

好きな女性のタイプ

優 しい人

消防団に対 しての希望
一生懸命がんば りますので、よ

ろしくお願いします。

先輩から一言
先輩のように立派な団員になる

ように努めて、地域に貢献 してく

ださい。

=匿 「r-・・7rイ'X

所属

第1分 団第3部

等 氏名

新 沼 聖

年齢24歳

特技 サッカー

趣味 サッカー

好きな女性のタイプ

優しくて、おもしろい女性

消防団に対 しての希望
地域に貢献したく入団しました。
一生懸命がんば りますのでビシバ

シよろしくお願いします。

先輩から一言

聖君は1-3の ホープです。先

輩は皆、君の入団を歓迎します。
共にいろんな思い出をつくろう。
「操作始め!よ し!」

纏 所属
第1分 団第1部

騨1論
特技 体 を動かすこと

趣味 料理、音楽鑑賞

好 きな女性のタイプ

優しい人

消防団に対しての希望
いろいろとご指導をお願いし

ます。

先輩から一言
一緒 に楽 しくがんば りましょ

う。



社
会
環
境

の
変
化
に
伴
い
、
女
性
の
能
力
を
生
か
す
こ
と
に
よ
り
消
防
団
組

織

の
活
性
化
を
図
る
方
策
と
し
て
、
女
性
消
防
団
員
を
採
用
し
よ
う
と
い
う
動

き
が
全
国
的
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
男

女
共
同
参
画
の
流
れ
を
受
け
て
、
女
性
の
消
防

団

へ
の
参
加
意
欲
も
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
動
き
の
中
、
我
が
大
船
渡
市
消
防

団
に
も
こ
の
度
、
二
名

の
女
性
が
入
団
し
ま
し

た
。
今
回
は
そ
の
二
名

の
新
人
女
性
消
防
団
員

に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
ま
し
た
。

所属
第10分 団本部
氏名
森 下 あ き
年齢20歳
血液型A型

特技 料理
趣味 読書
好きな男性のタイプ
誠実な人

」頴猛鮪 励野慨秦
4所 属

第10分 団本部

蒙 影 氏名

磯 襲 暫 繋吻燃 響 血液型O型

特技 陸上競技(短 距離走)

趣味 音楽鑑賞

好きな男性のタイプ

優 しい人、ギャップのある人

ー
お
二
人
は
ど
う
し
て
消
防
団
に
入
団
し

よ
う
と
思

っ
た
の
で
す
か
?

畑
中

「地
元
の
先
輩
に
誘
わ
れ
て
、
地
域

に
貢
献
し
た
い
と
思
い
入
団
し
ま
し
た
。
」

森
下

「私
も
同
じ
で
、
地
域
に
貢
献
し
た

い
と
い
う
思
い
で
す
ね
。
」

ー

普
段
、
消
防
団
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
い
ま
し
た

か

?

森

下

「ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
積
極

的
に
地
域

へ
貢
献
し

て
い
る
姿
、
頼
も

し

い
!
で

も
忙
し
そ
う
。
」

畑
中

「夜
間

の
見

回
り
や
火
災

が
発
生
し

た
時
、
す
ぐ
出
動
し
て
い
る

の
を
見
て
、

街
を
守

っ
て
い
る
ピ

ッ
ク

・
パ
パ
の
イ

メ
ー
ジ
か
な
。

(笑
)
」

ー
消
防
団
に
対
し
て
の
希
望
は
?

畑
中

「女
性
が
も

っ
と
入
団
し
や
す
い
環

境
を

つ
く

っ
て
ほ
し
い
。
た
と
え
ば
、

体
験
入
団
が
あ
れ
ば
、
友
達
を
気
軽
に

誘
え
る
か
も
。
」

森
下

「若
い
人
が
入
団
し
や
す
い
環
境
に

し
て
ほ
し
い
。
若
い
女
性
に
は
敷
居
が

高
い
の
で
、
も
う
少
し
下
げ
て
ほ
し
い

か
な

・
・
」

ー
目
己
P
R
を
ど
う
ぞ

森
下

「女
性
団
員
と
し
て
、
少
し
で
も
役

立
て
る
よ
う
に
雑
用
な
ど
で
も

一
生
懸

命
頑
張
り
た
い
で
す
。
」

畑
中

「普
段
は
市
内
の
福
祉
施
設
で
介
護

福
祉
士
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
も

っ

と
高
齢
者
の
方
々
が
安
心
し
て
生
活
し

て
い
け
る
よ
う
に
、
女
性
団
員
と
し
て

で
き
る
事
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
」

(担
当

団
付
部
長

川
崎
正
弘
)

所属
第9分 団本著

氏名
木 下 静 恵

消防団活動に進んで参加 し団員同
士のつなが りを深め、協力して活動

できるようにがんばってください。

,轟

沸》地腫のた曲冒冨盲か5"宿 巽揮U=甜 ませんか!

消防団員は普段それぞれの本職を持ちながら、地域防災のリーダーと

して消防活動を行い地域の安全 ・安心を守っています。女性の方も、ぜ

ひ消防団活動に参加してみませんか。新たな人生のページを開けるかも

しれませんよ。

◎消防団入団資格

市内に居住または勤務 し、年齢18歳 以上の方であれば誰でも入団できます。

◎主な待遇

火災なとの災害活動 に出動 した際に報酬があり、一定の期間勤務 し退団した場合は

退職報償金が支払われます。さらに消防活動 に必要な被服が貸与され、消防団活動中

に負傷 した場合などには公務災害補償なとを受けられます。

また、表彰制度があり職務にあたって功労、功績があった場合は表彰されます。

ダ/
ら

軸

.あ 髪

※女性団員に日本消防協

会より支給される制服
です。入団すると着拝

することができます。

圖



β動鰍 》70麟 観猛3獄団覧z甑4〃 蜥>70燃 窮ワ獄団野4瓢力鰭
平成19年 度大船渡市消防操法競技会が6月24日 、赤崎町の永浜貯木場を会場に、自動車ポンプの部22チ ーム、

小型ポンプの部28チ ームが出場 し開催されました。

各部代表の選手たちは家族や関係者が熱い声援を送る中、訓練で鍛えた機敏で正確な操作を競い合いました。激

戦の結果、自動車ポンプの部は第3分 団第2部(大 船渡町下船渡 ・宮ノ前)、 小型ポンプの部は第9分 団第4部

(日頃市町長安寺 ・板用 ・川内)が それぞれ優勝の栄冠を手にしました。

～

虚

〆
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マ

乱

♂騨

幅

転

篭

ジ
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7
「

畢

夢

'

ヤ

ダ_・ 餅'

醒 鯛 第3分 団第2部

噸亜一㌔

・へ 〆鮎 ド
ノ タ

ー3き.

も
も.

許

便勝 した 第3・IS>i団第2部

撰手G)皆 亡 ん よ り一 言

指揮者 班長 下館 秀樹

地域の皆様と部員全員の協力と指導のおかげで優勝

できました。

為

1番員 団員 木下啓吾

指揮者
2番員

4番員
べ ∫

一ぎ 夢

順位

下舘 秀樹
田中 健太

川原 貴人
!騨 うγ

指導者、部員の方々に支えてもらいこのような結果
を得ることができました。ありがとうございました。

1番 員 木下 啓悟

3番員 佐藤 誠

補助員 佐野 清貴

F

♂緯

鬼

急

,

㌦

アセ

胤 第4分 団第6部

繍 鎚寮
一 頑 窺 、
幽 画 露G面 髭
指揮者 大磯 勝哉
2番員 吉田 和春
4番員 大和田浩哉

1番員 大和田亨志
3番員 川島康太郎

補助員 志田 保春

2番 員 団員 田中 健太

優勝することができ、本当にうれしいです。操法期間

中、仕事をなげても練習に行って来いとハッパをかけて
くれたうちの社長、専務(新 亀建設)、そして5番 員と

して旦那不在の家庭を守ってくれた妻の茜さん。今まで

以上にがんばりますので、これからもよろしくお願いし

ます。皆さん、ご声援ありがとうございました。

3番 員 団員 佐藤 誠

念願の優勝ができて最高1こうれしいです。指導員の

おかげでず。最後に一言!妻 ありがとう。

4番 員 団員 川原 貴人

3分 団2部 のチームワークで勝てま した。

囑目画 第6分 団第3部

指揮者 村上 浩人
2番員 木村 隆之
4番 員 佐々木晋一

1騰1憩渡市消防操法競枝会成績(第4位 ～第10位)

分 団 名

'

"-

7位 第6分 団第2部 順位 分 団 名

1番員 藤嶋 秀勝
3番 員 松田 賢

補助員 熊谷 晃基

4位 」_第 一2一分団第1部 ⊥塑 団篁1部
5位 第5分 団第2部il9位i第4分 団第2部

6位 一1第3分 団第1部 一「煩 立1第4分 団第3部

4位i第5分 団第1部

璽

附5位i第5分 団第3部li9位Ill

6イ豆一10位

第9分 団第5部

第8分 団第3部

第1分 団第3部

第2分 団第4部

囹
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ず 」ツ 汐 壷 汐 ゼ 轟

葦鰯 第9分 団第4部 ゾ

ダ

緊

プ 指揮者 菊地 正洋
舗2番 員 平山 和成竪

補助員 川内 洋平建
薩

↓ ツ ガ ・w・'""一"… 浮

1番員 佐藤

3番 員 鈴木

織
!膨

＼醜

為

」
魯
識
〉

爵

㌧騰

'船
r

声
『

～ご

学

ヒ

仁

グ

諦 第11分 団第4部

さ
託_ら 爵
紬
.留 ノ

纒勝 した第9分 ㊥第4部

覆手G)皆 亡んより一言
指揮者 班長 菊地 正洋

部員みんなの協力で優勝することができました。

1番 員 団員 佐藤 仁一

指導員とホースを巻いてくれた部員方々のおかげで

優勝できました。

2番員 団員 平山 和成

部員みんなの協力のおかげです。ありがとうござい

ました。

3番 員 団員 鈴木 学

指導員の細かな指導のおかげで優勝することができ

ました。

補助員 団員 川内 洋平

団員ひとりひとりの力の集結がこの結果を生んだと

思います。

」幽一夢轍 鋭 越難 遡
指揮者
2番員

補助員

石澤紀誉隆
及川慎一郎
及川 大壽

1番員 坂本 貴人
3番 員 古水 州

囑目画 第10分 団第6部

指揮者
2番員

補助員

佐々木 淳1番 員 松川 高祥
松川 伸也3番 員 向澤 大介
三浦 洋平

國

所属
第6分 団第3部

氏名

佐 藤 鯛 希

年齢21歳

特技 カラオケ

趣味 サ ッカー

好きな女性のタイプ

家庭的な女性

消防団に対 しての希望

若い人がたくさん入ってほし
い。

先輩から一言

早 く部のみんなと打ち解けて

消防団活動を一生懸命がんばっ
てほしい。

』=「7-7rrイ7

所属

第7分 団第1部

氏名

千 葉 盛

年齢24歳

特技 バ ドミントン

趣味 読書、試食

好きな女性のタイプ

笑顔の素敵な女性

消防団に対 しての希望
若い世代が進んで入るような消

防団になってほしい。

先輩から一言

団員は少ない部ですが楽しく活

動していきましょう。

所属

第8分 団第1部

氏名

鈴 木 亨

年齢29歳

特技 卓球

趣味 カラオケ、映画鑑賞
好きな女性のタイプ

天然

消防団に対 しての希望

新人というわ りに、それほど若
くもないのでお手柔 らかにお願い

します。

先輩から一言
これか ら始まる消防生活難 しく

考えず、みんなで楽 しくがんば っ
て分団を盛 り上げていきましょう。
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磁 ∴ 平成19年 度退団者

退団当時 氏 名
退団当時

氏 名
退団当時

氏 名
所 属 階 級 所 属 階 級 所 属 階 級

団本部 本部長 千 葉 博 光
4-6

部 長 浜 守 博 幸 9-3 班 長 近 江 信 敏

1一 本

分団長 古 澤 淳 団 員 高 渕 悟 10一 本 分団長 佐々木 公 紀

部 長 渕 上 清 団 員 大 磯 貴 義 班 長 早 見 公 二

団 員 佐々木 伸 吾 5一 本 分団長 葉 澤 紀 芳 団 員 熊 澤 八重子

1-2
部 長 鈴 木 祥 典 5-1 部 長 磯 谷 淳 10-1 部 長 志 田 満 広

団 員 伊 藤 武 晴 5-2 部 長 鎌 田 順 也 班 長 熊 谷 昭 彦

1-3
班 長 菊 池 淳 一

6一 本
分団長 千 葉 昭 宏 10-2 部 長 金 沢 一 也

団 員 上 野 総 司 副分団長 広 沢 新 悦 10-3 部 長 炭 釜 孝 也
1-4 班 長 今 野 勝 則 6-1 部 長 鈴 木 広 也 団 員 大和田 明 宏
2一 本 班 長 黒 田 浩 二

6-2
団 員 熊 谷 馨 10-5 部 長 田 中 栄一郎

2-3

班 長 佐々木 隆 男 団 員 蒲 生 一 也 班 長 熊 谷 敏 幸

団 員 及 川 善 弘
6-3

団 員 大 畑 卓 団 員 熊 谷 辰 長

団 員 神 永 雄 団 員 平 山 義 仁 11一 本 部 長 田 中 茂 伸

団 員 千 田 敬
7一 本

分団長 伊 藤 哲 班 長 江 刺 信 二

3一 本
分団長 清 水 春 喜 部 長 吉 田 清 喜 11-1 部 長 菅 原 博 幸

団 員 橋 爪 登 団 員 川 内 利 幸 班 長 川 原 崇 志
3-1 部 長 及 川 正 明 7-1 団 員 及 川 治 人 11-2 部 長 中 村 由 一

4一 本 班 長 武 田 英 和 7-2 団 員 伊 藤 貴 浩 班 長 片 山 光 浩
4-2 団 員 平 野 工 8一 本 分団長 皆 川 純 徳 11-4 班 長 古 水 隼 人

4-3

班 長 村 上 久 勝 8-1 部 長 今 野 章 希 班 長 及 川 智 樹

団 員 古 澤 大 輔
8-2

団 員 新 沼 康 行 11-5 団 員 千 田 明

団 員 平 野 宗 宏 団 員 伊 藤 祐 樹 11-6 部 長 船 砥 英 久
4-4 部 長 上 部 達 雄 8-3 班 長 千 葉 泰 宏 班 長 新 沼 禎 一

4-5 部 長 村 上 寿 彦 9-3 班 長 千 葉 巧

蕊羅 鰍 幻
一 ジ メ ・ 一

(平成19年6月30日 現在)

所属 氏 名 所属 氏 名 所属 氏 名 所属 氏 名 所属 氏 名
1-1 嘉藤 譲 4-3 皇 和 敬

5-2

和 田 利雄
8-1
鈴木 亨 10-1 村上 暢啓

1-3 新沼 聖 4-4 上部 猛 志 田 真 也 永野 友樹 10-5 千 田 賢 典

1-4
今野 伸哉

4-5
尾形 俊 弘 熊澤 拓 也 8-3 金野 慎也 11-1 斉藤 新 吾

千葉 洋太 鈴木 孝典 5-3 今野 雄太 9-3 鈴木 将太 11-5 柳本 拓 也

2-2
荒谷 幸 生 4-6 川島 康太 郎 6-3 佐藤 鯛希 9-4 奥 山 輝 行

11-6
東 大 智

村上 康 隆
5-2
東 善和 7-1 村 上 耕

10一本
畑 中 麻里 古 内 雅 人

2-3 新沼 剣悟 志 田 広 樹 7-2 黄川 田 匠 森下 あき 12-3 寺澤 幹 嗣

こ'

【募集範囲】

1消 防防災機器の開発 ・改良

肖防防災機器の開発等及び消防防災科学論文平成19年 度作品募集
、

消防防災活動において活用するため創意工夫された機器などだ
・ けでなく、特許 ・実用新案などの権利のある発明も含みます。

2消 防防災科学 に関す る論文

消防防災活動における問題点を技術的な観点から解決あるいは

考察した内容で、消防分野で活用が期待できるものとします。

【表 彰 及 び 賞 】

審 査 の 結 果 、 優 秀 な 作 品 には 表 彰 状 お よ び 副 賞 を 授 与 しま す 。

【締 め 切 り】 平 成19年9月14日(金)

【問 い 合 わ せ 】 消 防 庁 消 防 大 学 校 消 防 研 究 セ ンタ ー 研 究 企 画 部

電 話0422-44-8331(代 表)FAXO422-42-7791

E-・malhyosho2007@fri.go.jp

【応 募 要 領 】 消 防 研 究 セ ンタ ー ホ ー ム ペ ー ジ か ら入 手 で き ま す 。

http:/www.fri.go.it)/
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團
集
画

よ
回

こ
の

「消
防
団
だ
よ
り
8
号
」
を
皆
さ

ま
が
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
こ
ろ
は
、
う
っ

と
う
し
い
梅
雨
も
明
け
真
夏
が
到
来
し

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
様
、
暑
さ
に
負

け
ず
ご
健
勝
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
編
集

部
で
あ
る
団
本
部
員
は
、
本
年
十

二
名

中
八
名
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。
個
性

的
な
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
、
い
ろ
ん
な

ア
イ
デ
ア
を
新
鮮
で
み
ず
み
ず
し
い
?
頭

脳
か
ら
搾
り
取
り
な
が
ら
編
集
し
ま
し
た
。

成
果
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
搾
り
過
ぎ
の

脱
水
の
予
防
に
、
水
分
の
補
給
も
決
し

て
欠
か
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
…
。

こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
ご
鞭
燵
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

鞭訥本徊部集編
圖


